
強制振動 



減衰振動する系に 
周期的な外力を加える 
例 

•手でブランコを揺らす 

•風が橋を揺らす 

•地震が建物を揺らす 

 

現象の本質：共鳴 

•系が持つ固有の振動数で揺すられたときに振幅
が大きくなる 

 



共鳴 

•減衰定数γ 

•
𝑑2𝑥

𝑑𝑡2
+

𝑐

𝑚

𝑑𝑥

𝑑𝑡
+

𝑘

𝑚
𝑥 =

𝐹0

𝑚
cos 𝜔𝑡   

• 𝑥 =
𝐾0

𝜔0
2−𝜔2+𝑖𝛾𝜔

𝑒𝑖𝜔𝑡 →

𝐾0
2𝜔0

 

𝜔0−𝜔 2+
𝛾

2

2
𝑒−𝑖𝛿 

𝜔0 

半値全幅 = 3 𝛾 

𝐾0

𝛾𝜔0
 

共鳴すると振幅が大きくなる 
 
減衰が大きいと 
  共鳴の幅が広がり，振幅が減る 



外力のエネルギーを吸収する 
• 外力Fと変位xの位相差 
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• 外力が単位時間内にする仕事 

仕事率 = 𝐹𝑣 = 𝐾0 cos𝜔𝑡 ×
−𝜔0𝐾0 sin(𝜔𝑡 − 𝛿) 
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• 系は，吸収したエネルギーをγにより外部に放出し，定常状態を保つ． 


